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ほI l叫増体に重し介饗分l止　Ⅰ■∬・皿型はやゝ

慄準に丘いが■Ⅳ型は給与過剰である・竃か1且夕増体に

貴し舟濃厚伺鞘では■1・1型が少い・なか1且，増体当

飼料費では．1型が最も安く，Ⅳ型が臆も高い・1日当

飼料費では■∫型が最も安、・
t8〉　肥育牛の仕上少程度　Ⅰ型及び皿型の多くは

90－95％の仕上少であるが・他は一般に低い・山型

のよ，K粗銅個を多給する場合にはり巴青日数を190

日位托して粗飼料の賞を吟味するととも忙・肥育後期昭

かいてはもつと濃厚飼鋼を増量する必蜜があら，・

以上の結果から肥育技術について考察してみるに・増

体鼠及び飼銅の給与法からみオ場合はⅠ＞∬＞山＞Ⅳ型

の順序でを．カ，これに肉牛の仕上少程度を考慮した場合

はⅠ●皿型が瞳れている・亀介飼料費を主体にみた場合

は，山型が有利のよ，K思われる・

肥育技術は，終局的には■収益性の高いものでなければ

ならないが，収益性はもと牛費及び肉牛販売価格に大き

く左右される．これらの点を含め総合考察するならは・

こん回の網査にかいては■工＞山＞皿塾の順序であり・

Ⅳ型は最も劣る・

4．　事　　約

1．宮城県における和牛の短期肥育（秋期）では・も

と牛に壮令の黒毛和種のめす牛が多く使用されている・

2．飼判の自給度は，一般に高く・自給の般猿及び粗

飼料を肥育飼朋として高度に利用している農家が多レ一・

8．肥育技術忙ついては－農家間及び地区間の上下の

開きが大さいが，県南地区がや▲優り・技術見好を農家

が散見される・

草地利用による肉めん羊の育成試験

丹治健吾・舌根浩太郎・市川義夫

（福島県有試熱海支楊）

1．号　え　が　き

省力管理による．めん羊の経済性の調査を目的として

定期市場より購入したコリデール穫めん羊を用い．牛を

放牧中の草地に残葦利用の形態で放牧飼雀を行い．増体

並びに経済性について調査を行ったので．その成績を報

告する．

2．賦　験　方　法

1　調査めん羊l　昭和88年R月2日より．10日

蜜でのl訃町帆内8市場上少購入した．コリデール踵当オ

雄羊及び去勢羊．各々Il頭の計22頭であり　（零1

零のとおり）．雄羊は購入後去勢を行った．

第1表　　供閤めん羊

積　　 鋼 間 数 生 年月日 購入 月日 性 別 平均体重

コりデーノレ
1 1 囁 8 ．8 8 9 ．8 8

8 3 1，8 もり
稗 8．1 1l～4．1 n 8．望・－5

1 1
8． 8■－4 ．望8 烏．7 －1 11

8 8 4．5 5

欝十 2　2 8 8．1 0

2　草地：面積87．557ha標高．海抜R5∩～

011【「恥で，その内牧草導入面積が40ha　であ少．

牧草の草種付オーチヤードグラス・べレエアルライグ

ラス・ケンタッキーもlフェスク・ラジノクローバー・

レットクローバーの混楢であり．野草地はシバ型の草

地である．

牧区はR区画とし．面積け約lnbaで各区共牧軍区

5baとした・考量は牧草区において．8．8，花曇当り．爪

月15日では4伽．8月18日では2．75句であった．

8　放牧方法

M　準備期間ミR月10日までに爛大しためん羊を．

8月18日忙研1回の仕手の測定を行い．R月27日ま

で・昼間放牧を行い・夜間打合飼とし．日量20ngの

濃厚飼料の給与を行った．（Tl）Nl41．2g∴Dep

2∩．Rg）

またこの間恢・堆羊目頭の去勢を実施LJ全頭に駆
虫薬の投与を行った．

121全放牧期間で6月1日入牧した．乳牛及び和牛．

117守】忙上少1－2回輸牧後の草地に．R月28日よ

少食放牧を行い・10月28日．降霜等Kよる終牧まで
57日間放牧を行った．

仙　骨瑠：全放牧の初めの10日間は避幣合への誘導

と頭数の点検を容易にするため．日量17ng．（TD

が115・6g・DCp　88．6g）の濃厚飼料の給与を

行ったが・その後は頭数の確密のみ忙とどめた．

古．結果及び考嚢
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l　増体成績：第2表のとおりであり．準備期間忙は

沸蝉飼料の給与にかかわらず．平均－1．24句の減少

が認められた．これは購入前に去勢されたものについで

も認められており．飼姜管理の変化に上るものと推定さ

れ，放牧になれた後半に増体が大きくなっている．

川　全期間の増体豊ミ　71日間の平均増体葺け7．495

町でその信頼限界（危険率5％）は．6．49晦～8．5n

晦であった．

佃　増体日量：71日間の平均増体日量は105．6

gであり．放牧後期の最も増体の多い期間の平均棉体日

量は198・6gであり．その信頼限界（危険奉5％）

は177．6g～207．8gであった．

第2表　　増体成績（＄＝99頭）

一…覇 王≡　 一 総 体 奄 平 均 怯 電 毒 平 均 増俸 日量

8．1 8

（購 入直 後 ）

7 8 0．l k 9 8 8．1 9土

1．8 8旬

」

8．已8
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8 1．9 5 士 ●1．2 押 － 8 2．●士
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p＿2 8
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8 5．8 †土
8．9 盟

l B o，之士

（中開 ） 1．9 † 2 g．ひ

1 0．2 8
8 9 8．0

日日l d士
4 ．バ℡

l lI塁．椎土
（鱒 7 時 ） 1．p 7 1 4．I

増 体 量 1 0 4 0
7．5 ∩士

1．〔rI

l n 5．代土

1 4＿5

第1園　増体曲線（8；22顎）

乞　経済性について

（1）販売：放牧試験終了と同時に．毛付生体で払い下

げを行った．払い下げ価格は第3表のとお少，体重を主

点に肉付を加味した評価が行われ　体重の大きいものが

有利に販売された．

（℡）収支概算：勘4表のとお少であり．支出総額が

89，723円．販売曙頼117375円で，29頭の食

草背及び労鰍智を含む収益が27652円であり．平均

一席当りの収益は1．257円であった．

別3表　　販売地価別体顎（平均）

単　 価 呵 数 平 均 怯 覗 金　 額 購 入 金 額 差　 益
平 均

所 休 董

1 1 0 円 2 両 ふ8 ．5 句 8 ．日 川 明 8 ．p n ll門 塁．8 9 ∩Ⅲ 0 5 人9

l a 5．ク ○　◆ 1 8．7　◆ 5 ．ぺ9 5 ● 3 ．リn n ● 1 ．9 9 5 ● T．｛ ●

l …ln 一事 7　◆ l 1 0 ．■　● 5 ．2 g 8 ● 8 ．5 9 ∩● 1 ．，rH l ● 7．9 ●

○，8 ●1 2 5 r■ † ◆ 8 5，9 ■ 4 ．1 8 2 ◆ 8 ．什●8 ◆ 8 損や●

第4表　収支概算（8＝22頭）

区　　　　 分 総　　　 体 l 譜の平均

支

出

素　 畜　 責 8 1．8 r1 0 円 8．1 1 8　円

購入飼料 費 九 2ト8 8 ■ 1 9 5　 ●

膳　 軽　 費 8．峰I n ● 1 0　8　 ●

支 出 合 計 8　0 11 B　8　● ▲0 1 l　◆

眼　 充　 金　 鉱 1 1 7．8 7　5 ◆ 5．8 11 5　●

毒　 引　 収　 益 2 ？．8　5　£● 1，日H l ●

稚）差引収益を食草賛及び労働費を含む．

租収複とする

4．む　ナ　ぴ

1．増体成績

M　コリデール穏当オ去勢羊を草地において．71日

間飼育を行ったところ．その平均憎休量は780中

一であった．

（℡l　草地放牧によく馴れた放牧後期の増体は多く∴革

の単一摂取による平均増休日霊は19乞6gを示し

た．

乞　繹済件について

収支概算より．71日間の飼育忙よる92頭の労働

曹及び草食篭を含む収益は27652円となり．1帝

平均の収益は1，257円であった．


